
 

  

いきなり建築を「見る」前に——— 

 

床に触れてみる  

壁に触れてみる  

柱に触れてみる 

天井に触れてみる 

 

そのひとつひとつは  

どこで どう つながっているだろうか  

あるいは とぎれているだろうか  

 

窓や扉を開けてみる  

窓や扉を閉めてみる  

光や風や音を招いてみる  

光や風や音を拒んでみる  

 

そこは 狭いだろうか 広いだろうか  

そこは 暖かいだろうか 寒いだろうか  

そこは 湿っているだろうか 乾いているだろうか  

 

それから建築を「見る」  

 

床が 壁が 柱が 天井が  

窓が 扉が  

光が 風が 音が  

身体よりも さまざまに大きなものが  

身体よりも 暖かいものや 冷たいものが  

身体よりも 拡散してただよう 水が 埃が  

 

少しだけ広がった自分の体を 触れ返してくる  

その感触を 建築と呼んでみよう  

その建築は どんな姿をしているだろうか 
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 □ 空間を準備する 

 

物が置かれていない  

誰の場所でもない  

誰の場所でもある  

(例えば) 風がとおる  

(例えば) 光が差し込む  

(例えば) 色が整えられている 

誰もがそこを綺麗にする 

 

 

□ 空間を使ってみる 

 

何かを置いてみる  

置いた物を一日観察する  

置いたものを動かしてみる (違いを味わう)  

別の物を置いてみる (違いを味わう)  

 

終わったら片付ける 

 

自分がそこに居てみる  

何もしてみない  

居心地よくする  

例えば椅子を持ってくる  

風を感じる  

光を感じる  

前を通る人を観察する  

何かをしてみる  

お気に入りの本を声に出して読んでみる  

別の人に代わってみる  

 

終わったら片付ける 
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